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初級からの日本語スピーチ指導
 ワークショップ
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スピーチを指導したことがありますか？

１．学習者（日本語レベル、年齢、学習目的）

２．学習環境（クラスサイズ、スピーチにとれる時間数）

３．学習の目的

スピーチを日本語学習に取り入れるメリット

４．その他（たいへんだった点）
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１．学習者

２．学習環境

３．学習の目的（スピーチ）

日本語レベル：初級・初中級・中級・上級

年齢：初等中等教育、高等教育、成人教育、など

学習目的：選択外国語科目、継承語教育、
 

など

クラスサイズ：６－７人・１５人・２０人～

スピーチ時間数：週２時間・スピーチコンテスト前

初級文法の確認

スピーチコンテストの準備
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ワークショップの目的

？どのように「スピーチ」を日本語指導に
 取り入れることが可能か？

みなさん自身の教育現場、教室について
 考えてみましょう！

？なぜ初級から「スピーチ」を日本語指導に

取り入れるのか？どんなメリットがあるのか？
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内容

１．『初級からの日本語スピーチ』の概要

２．関西国際センターでの使用例

３．教師、学習者からのフィードバック

～休憩～

４．グループワーク（みなさんのクラスについて考えましょう！）
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１．『初級からの日本語スピーチ』の概要

・必要な語彙は表現は？

・聞き手を意識した発表指導ができないか？

・まとまった話ができるようになる練習を

初級段階から取り入れられないか？

・初級でも知的な話題を扱えないか？

教材作成の背景・意図
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本書の目的

③効果的な発表のための技術を身に付けること

①自分や国、社会、文化に関する特定の話題に
 ついて、まとまった話ができるようになること

②自分や国、社会、文化についての質問に答える
 ことで口頭能力を伸ばすこと

１．『初級からの日本語スピーチ』の概要
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Step1（1～9課） Step2（10課～15課）

日本語レベル 初級前半 初級後半

ねらい 意味のまとまりの意識化 より複雑な談話形成のための基礎

展開パターン 情報の列挙 より複雑な談話形成につながる

単純な展開

話題 1．まつり

 
2．地理・民族・宗教

3．私の仕事

 
4．観光

5．歴史

6．私の国と日本の関係

7．結婚

 
8．産業と貿易

9．経済と人々の生活

10．対比する「習慣の違い」

 11．因果関係1「教育の問題」

 12．変化を説明する

「日本(日本人)のｲﾒｰｼﾞ」

 13．分析する「人間関係」

 14．因果関係「社会問題」

 15．出来事を語る「いやな体験」

Q&A 文レベル 段落レベル

１．『初級からの日本語スピーチ』の概要
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各課の構成

→スピーチ作成プロセスを重視

各課の構成

 
学習活動

①

 
Flowchart ＜談話展開の把握＞
(各課で学習する談話展開のパターンと

それに関わる表現)

②

 
Questions（Flowchartの流れに沿った質問）＜話題に関するQ&A＞

 ③

 
Reference vocabulary/Useful expressions

（

 

Questionsに答えるのに役立つ表現、語彙）

④

 
Example speech ＜談話展開の確認＞

（Flowchartの流れに沿ったスピーチ例）

 

＜作文＞

⑤

 
What is a good speech?/Something ＜発表＞

important! （効果的な発表のためのアイデア）

 

（質疑応答、フィードバック含）

１．『初級からの日本語スピーチ』の概要
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Introduction

Main Body

Conclusion

Ending

Flowchart
(step1)
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Q&A

Useful 
expressions Reference 

vocabulary

Example 
Speech
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Main Body
(Development)

Conclusion

Flowchart
(step2)
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hat is a good speech?W

内 容

①いいスピーチとは？

②スピーチの準備

③話し方（声、スピード、ポーズ、読まずに話す、
 視線と表情）

④ハンドアウトの作り方

⑤キーワードの扱い
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hat is a good speech?W
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内容

①スピーチの中でクイズを出すとおもしろい

②どうやって資料を見せますか？

③スピーチの始め方

④コンセプトマップが便利

⑤魅力的なスピーチにするために

Something important!



(C)The Japan Foundation                          
Japanese-Language Institute, Kansai

Something important!
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２．関西国際センターでの実践例

①外交官・公務員日本語研修の場合

ゼロ初級 成人
職業人

（外交官・公務員）
滞在型日本語

 研修（9ヶ月）

☆タスク 職業上のニーズとしてのスピーチ

「スピーチ」を選択科目として設定
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①外交官日本語研修の場合

２学期（日本語学習開始４ヶ月目～）

月 火 水 木 金

1 文法

 会話

 ※

文法

 会話
文法

 会話
文法

 会話
日本

 事情
2
3 漢字 集会 漢字 漢字 （発

 音）

4 会話 聴解 会話 ス

 ピー

 チ

社会文化

 
講義

5 語彙 読解

6 個別授業

月 火 水 木 金

1 文法

 会話
文法

 会話
文法

 会話
文法

 会話

外交業務

 
のための

 
日本語

2
3 漢字 集会 漢字 漢字 自由

会話

4 会話 ﾋﾞｼﾞﾈｽ・

ﾀｽｸ
聴解 ス

 ピー

 チ

社会文化

 
講義

5 読解 語彙

6 個別授業

3学期（日本語学習開始7ヶ月目～）

※『みんなの日本語』（ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ）使用

2学期：週1回(2ｺﾏ/100分)×10回
 

3学期：週1回(2ｺﾏ/100分)×8回
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２．関西国際センターでの実践例
 授業の流れ（例：科目を設定する）

初回授業

クラス概要の説明

‘いいスピーチとは？’

○課の導入

（Flowchart→Q&A
→Example speech）

原稿の作成

添削（個別指導）

発表練習（教師のモデルテープ

 を聞きながら）

2回以降の授業

○課のスピーチ発表

質疑応答とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

△課の導入

（Flowchart→Q&A
→Example speech）

原稿の作成

添削（個別指導）

発表練習（教師のモデルテープ

 を聞きながら）

最
終
公
開
発
表
会

1ｺﾏ
（50分）

2ｺﾏ
（50分）

クラス

 外活動
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②日本語学習者訪日研修（大学生）の場合

初級後半レベル～ 大学生
滞在型日本語

 研修（6週間）

２．関西国際センターでの実践例

☆タスク 地域との交流時の自国紹介スピーチ

研修の総括としての発表会

スピーチ発表前にスポットで授業を設定

2回（100分＋50～100分）
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２．関西国際センターでの実践例
 授業の流れ（例：発表会前の準備）

第１回授業

クラス概要の説明

‘いいスピーチとは？’

○課の導入

（Flowchart→Q&A
→Example speech）

原稿の作成

添削（個別指導）

発表練習（教師のモデルテープ

 を聞きながら）

最
終
発
表
会

1ｺﾏ
（50分）

2ｺﾏ
（50分）

クラス

 外活動

第2回授業

50 
～

 100 
分

○課のスピーチ発表

質疑応答と

フィードバック

（録画ビデオを

見ながら）
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訂正と評価

☆発表後・・・

学習者からの評価（ﾋﾟｱ・ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ）

☆個別指導・・・原稿と話し方のチェック

教師からの評価

評価チェックリストによる
 ３段階評価+コメント

 
⇒

日本人からの評価
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学習成果の
 認識

他者（ピアや教師）との
 協働の体験

一連の学習活動の
 反復

他の日本語使用場面
 （他科目、現実場面）で

 の有効性の気づき

スピーチ作成プロセスを
 重視した各学習活動

初級学習者

難度の高い
 タスク

 （スピーチ）

②言語能力の向上

③話題に関する知識の

 獲得

①日本語使用に対する

 自信

３．教師・学習者からのフィードバック～
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本書への意見、コメント

（ア）コースでの位置付け

Ｑ：コースの中にどのように取り入れれば
いいか、他にアイデアはありませんか？

Ａ：科目を週1回開講する
発表会の前にスポットで開講する
数年間にかけて1年に1－2回、開講する
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本書への意見、コメント

（イ）授業形態

Ｑ：少人数でないと授業活動、特に評価に
負担がかかりそうですが･･･。

Ａ：スピーチや作文の添削に手間がかかるのは
仕方ない!?
この教材を使ってFlowchartの把握、Ｑ＆Ａの
活動を行えば、訳のわからない原稿は出てくる
ことが少ない！
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本書への意見、コメント

（ウ）談話展開パターンの制限

Ｑ：Step1では同じ談話展開パターンが
繰り返されすぎているように思います。

Ａ：学習を繰り返すことによって、難度の高いタスク
の達成プロセスに慣れることができる
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本書への意見、コメント

（エ）語彙

Ｑ：Reference vocabularyの語彙が難し
すぎて学習活動の弊害になりませんか？

Ａ：「学習者にとって易しい語彙＝初級語彙」？？
（教師にとって?）難度の高い語彙を初級文型に埋め込む
ことで話したいことが話せる

 
→満足感が高い
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本書への意見、コメント

（オ）話題

Ｑ：話題によっては学習者が興味を持てない
ものもあるのではないでしょうか？

Ａ：テキストの全ての話題（課）を扱う必要はない。
学習者の興味やニーズを考えて話題を選ぶことが
大切。
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本書への意見、コメント

（オ）話題

Ｑ：選ばれている話題は、自分の国を紹介する
タイプのものが多いようです。
日本国外では使いにくいのですが…。

Ａ：①最終タスクを工夫する
日本人との交流会を企画する
協定校へのビデオレターを制作する

②話題を少しアレンジする
「4課

 
観光」→「今までの旅行で一番楽しかったところ」

③話題を大幅に変える
「先輩から後輩に学校の授業について説明する」
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本書への意見、コメント

（カ）学習スタイル

Ｑ：スピーチをしたがらない学習者がいたら
どうしたらいいですか？

Ａ：発表技術の獲得より、スピーチ作成プロセスに
おける学習効果を優先させる

①Ｑ＆Ａまで

 
→日本人との会話の時、役立つ

②作文まで

 
→まとまりのある文章を作る練習になる
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本書への意見、コメント

（キ）英語の使用

Ｑ：教材は英語対訳ですが、クラス活動や
個別指導の時には英語を使うのでしょうか？

Ａ：使う場合でも、単語レベルに留める
「ふつうの」／「学習者が接する」日本人なら
分かる程度の英単語に限る
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グループワーク

みなさんの教育現場で使うためには、

どうすればいいでしょうか？

・日本語コースの中での位置付け

・話題

・タスクへの動機づけ
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グループワーク１

Step１を
 

どのように変えたら、
 みなさんのクラスで使えますか？

みなさんのクラスについて考えましょう！

１．学習者（日本語レベル、年齢、学習目的）

２．コースの中での位置づけ

（クラスサイズ、スピーチにとれる時間数）

３．話題と最終タスク

?
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グループワーク１（例）

１．学習者 初級前半・高校生・外国語科目の一つ

２．コースの中での位置づけ：
 

クラスサイズ20人

スピーチにとれる時間数：
 

Exchange programの3ヶ月前、

５コマ

３．話題と最終タスク：Exchange program の高校に国紹介の
 ビデオを作って送る。
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グループワーク１（例）

その他にも・・・

話題と最終タスク

・・・例）先輩から後輩に授業について紹介する

日本人とのビジターセッションで自分のルーツに

ついて説明する

日本語コースでの位置け

・・・例）1学年で1回ずつStep1を勉強して、

卒業学年でスピーチコンテストをする
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グループワーク２

Step２ 第10課
どのように変えたら、みなさんのクラスで使えますか？

みなさんのクラスについて考えましょう！?
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